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津波・高潮災害からまちを防護する海岸防災施設は，海岸沿岸部に居住する地元住民の日常利用という観点

に立ってみると，非常に利用しがたい現状にある．そこで本研究では，和歌山県有田郡広川町に現存する津

波・高潮防護施設である「広村堤防」と静岡県袋井市に現存する津波・高潮避難施設である「命山」の２つの

海岸防災施設を対象に，文献調査，現地踏査およびヒアリング調査を行い，両海岸防災施設の造成前から造成

に至るまでの造成背景および，当該施設を中心とする多面的な日常利用や地域活動について明らかにした． 
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1．研究目的 

 

2011(平成23)年３月11日に発生した東日本大震災に

よる未曾有の津波災害以降，東北地方沿岸の被災地域

はもとより，わが国の沿岸各地で海岸防災のあり方と

その見直しの気運が高まっている． 

特に，海岸防災施設の新設・嵩上げを巡っては，地

元住民の反対も少なくない．その主たる理由は，数十

年から百数十年に一度クラスの津波災害から地域を守

るためだけの単一的機能に留まっていることに伴う海

辺の日常利用のし難さや，建設後の莫大な維持費が地

元負担になっていることなどが挙げられる1）2）． 

このことから，津波・高潮災害からまちを守るため

だけの単一目的で巨大な海岸防災施設を建設する，従

表-1 調査概要 
（１）広村堤防〈和歌山県有田郡広川町〉 

調査方法 文献調査 現地踏査 ヒアリング調査 

日時 
2014（平成26）年 

12月１日（月）〜５日（水） 

2014（平成26）年 

12月24日（水）〜25日（木） 

2014（平成26）年 

12月24日（水）〜25日（木） 

場所 国立国会図書館 和歌山県有田郡広川町 
和歌山県有田郡広川町立広小学校 

和歌山県有田郡広川町立耐久中学校 

調査内容 
広川町の海岸防災施設 

 に関する資料調査 

広村堤防の活用実態や 

現地の様子を視察 

広村堤防に関する歴史的事項 

広村堤防を活用した津波防災教育 

調査対象 

広村堤防 

浜口梧稜 

 津波防災教育 等 

広村堤防 

稲むらの火の館 

  広八幡神社 等 

広川町立広小学校校長    岡本一郎氏 
広川町立広小学校教頭    堀田  正氏  
広川町立耐久中学校校長     川口伸二氏 
広川町立耐久中学校教頭      山本和哉氏 
広川町立耐久中学校元校長   清水  勲氏 

（２）命山〈静岡県袋井市〉 

調査方法 文献調査 現地踏査 ヒアリング調査 

日時 
2014(平成26)年 
８月６日(水)〜 

13日(水) 

2014(平成26)年 
８月 31日(日) 
９:00～15:00 

2014(平成26)年９月８日(月) 
10:40〜14:10 

場所 国立国会図書館 静岡県袋井市内 静岡県袋井市役所浅羽支所 

調査内容 
浅羽町の海岸防災施

設に関する資料調査 

命山を利用した 

避難訓練の実態調査 

命山に関する歴史的事項 

命山の維持・管理形態の実態 等 

調査対象 
湊命山および 

大野・中新田命山等 

湊命山および 
大野・中新田命山 

袋井市歴史文化館館長 白澤崇氏 
袋井市総務部防災課 清水修二氏 
元公立高等学校教員 浅岡義郎氏 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-1 広川町沿岸部の現況と「広村堤防」断面図 



来型の海岸防災の考えを見直す必要があろう．つまり，

今後の海岸防災施設のあり方として，地元住民の参加

と合意の下，造成後も地元住民が主体となって日常利

用が行えるような海岸防災施設の建設を展開すること

により，海岸防災施設の存在を地元住民の意識に内在

化させるとともに，それが地元住民にとって身近な交

流空間としても機能することで，地域共有の財産にな

ることを目指すべきと認識する． 

これまでにも，東北地方の被災地では海岸防災施設

の植樹イベントといった防災機能以外の施設利用も見

られるが，これは短発的な催事レベルに留まっており，

本研究が意図する永続的な日常利用を有するものでは

ない． 

以上をふまえ，本研究では，わが国で日常利用を有

している伝統的な海岸防災施設として，和歌山県有田

郡広川町に存在する津波・高潮防護施設である「広村

堤防」ならびに静岡県袋井市に存在する津波・高潮避

難施設である「命山」の２つの海岸防災施設を対象に，

前述した日常利用と防護機能を併せ持つ，海岸防災施

設の多面的な日常利用の実態および課題点を導出する

ため，造成前から造成に至るまでの造成背景および，

造成後の地元住民による日常利用の活動実態と当該施

設が地域に果たす多面的な役割について明らかにする

ことを目的とする． 

 

 

２．分析内容 

 

 上述の目的を達成するため，本研究ではこれまでに

表-1に示す文献調査，現地踏査およびヒアリング調査

を行った．以降では，広村堤防および命山の造成背景

および日常利用の実態に着目し，それぞれの特徴等に

ついて述べていく． 

 

 

３．結果および考察 

 

(1)広村堤防の造成背景 

広村堤防は，図-1に示す通り，広川町の広川河口部

に存在し，紀伊水道に面している地区である．当地区

は室町時代から江戸後期まで，背後地域を守るため，

石庭や石垣といった水除堤を造成していた３)．しかし，

1854（安政元）年の安政南海地震による高さ約５m の

津波が当地区に来襲したことで，広川町は壊滅的被害

を受けた 4)5)．そこで，当地区の住民で商業を営んで

いた濱口梧稜を中心とした地元住民らによって，1855

（安政２）年に水除堤の直背後に広村堤防を造成し，

1858（安政５）年に完成をみた 6)（図-23)-11)）． 

広村堤防造成後は，２度の津波が当地区を来襲した

ものの，いずれも広村堤防によって難を逃れた．その

後，幾度かの津波災害にも当地区の防護施設として地

元住民を支えた広村堤防は，地域における存在価値も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
参考文献 3)-11)をもとに筆者作成 

図-2「広村堤防」の造成およびその管理•利用実態の変遷 



大きなものとなった．それは防護施設としての存在に

加え，日常利用を有している点が大きく関係している． 

造成直後の日常利用の様子として，散策や憩いの場

としての公園的利用や，当施設内にハゼの木を植樹し，

その実を原料として木蝋を作り，それが地域の生業を

支えていた実態を明らかにした 4）．このように，広村

堤防造成直後の日常利用の様子として，散策や憩いの

場等といった身近な利用から当地区の産業に至るまで，

幅広い日常利用の活動実態が行われていることを捉え

た． 

次に，現在における広村堤防の日常利用の様子とし

て，地元活動の取り組み実態を述べていく． 

 

(2)広村堤防を中心とする現在の地元活動 

表-2は，表-1（１）の３つの調査から得られた広村

堤防に関係のある，広川町立広小学校（以下，広小）

や広川町立耐久中学校（以下，耐久中）の「A．学校

教育」，津浪祭と稲むらの火祭りの「B．伝統行事(地

域活動の伝統化)」，広村堤防の「C．日常利用」，そ

して「D．埋め立て地」の別に主たる取り組みを示し

たものであり，以降ではこれらをもとに考察する． 

a)「A．学校教育」 

広小では第３〜第６学年を対象に広村堤防や地域の

津波防災対策に関する学習を行っている 11)12)．一方，

耐久中は地域伝統行事への参加，津波災害を想定した

避難訓練，有識者を招いての懇談会等に取り組んでい

表-2 ヒアリング調査結果概要 

関連事項 番号 質問事項 回答結果 

A

学
校
教
育 

A1:広小学校 

A1-1 広村堤防を活用した貴校の津波防災教育の取り組み ○：広村堤防を活用した授業を３〜６年の総合の時間で教えている． 

A1-2 津波防災教育における保護者の参加状況 
○：学内では授業参観や津波避難訓練へ参加し学外では「稲むらの火祭り」や「津浪祭」への参加をしてい

る． 

A1-3 
広村堤防を対象とした児童•生徒の 

防災訓練以外の校外活動 
○：稲むらの火の館の見学や広村堤防の見学，広村堤防の清掃等が行われている． 

A1-4 .津波防災教育で現在用いている教科書またはテキスト 
○：教員による津波防災教育の指導教育は行っていない代わりに，年度毎に総合の時間で取り組んだ防

災教育を記録にして冊子でまとめることでテキスト代わりのようなものになっている． 

A1-5 
広村堤防での「津浪祭」や「土置き」などの 

地域的な現在の取り組み 
○：「土置き」は現在年１回津浪祭の際行っている． 

A1-6 
広村堤防を対象とした津波防災教育の 

現状成果および課題点，問題点 

○：総合学習の教育カリキュラムは毎年新規性をもたせるよう工夫をしている．  

▲：訓練を行うことでの慣れによる堕落が問題点として挙がっている． 

A2:耐久中学校 

A2-1 広村堤防を活用した貴校の津波防災教育の取り組み 

○：「稲むらの火祭り」や「津浪祭」への参加 

「稲むらの火祭り」では松明行列として 1年生が広川庁舎前から広八幡神社までの約 1.5km の道のりを

松明を手に持ち歩く． 

「津浪祭」では広港で行われる神事に，学校長と 3年生が代表で参列している． 

○：地域学習として稲むらの火の館を訪問や有識者を招いて津波防災教育を行っている． 

A2-2 津津波防災教育における保護者の参加状況 

○：平成 25年度までは，津波想定の津波避難訓練において，避難場所の広八幡神社まで避難した． 

後，保護者の協力を得て保護者の引き渡し」までの訓練を行った． 

○：平成 25年度，広川町教育研究会主催で，片田敏考氏（群馬大学教授）を講師に招き，津波防災等に 

関する講演会を行った． 

A2-3 津波防災教育における教員の指導要領の習得方法 ○：事前の職員会議で担当が提案し，生徒・職員の動き，タイムテーブル等を検討している． 

A2-4 
広村堤防を対象とした児童•生徒の 

防災訓練以外の校外活動 
○：地域学習として稲むらの火の館を訪問や有識者を招いての津波防災教育を行っている． 

A2-5 
広村堤防での「津浪祭」や「土置き」などの 

地域的な現在の取り組み 

○：「津浪祭」では濱口梧稜の遺徳を偲び，また堤防の役割に貢献するために参列者で土盛りをする． 

○：「堤防を美しくする会」による定期的な堤防美化作業を行っている． 

A2-6 
貴校の津波防災教育を他地域あるいは他校に伝授したケ

ース 

○：稲むらの火の館や広村堤防の見学や，本校に聞き取りに来る学校や団体がある． 

▲：津波防災教育に関して，本校からの情報発信はしていない． 

A2-7 
広村堤防を対象とした津波防災教育の 

現状成果および課題点・問題点 

○：小学校からの地域学習として濱口梧稜や広村堤防について学習しており，全生徒がその偉業につい

て誇りに思っている． 

○：津波想定の津波避難訓練では，前向きな気持ちで集中して取り組む生徒が多い． 

▲：具体的にいつ発生するか不明な地震（津波）に対して，意識が希薄になっている生徒もいる． 

B

伝
統
行
事 

B1:津浪祭 

B1-1 広村堤防を活用した津波防災教育の取り組み． 
○：広川町主催の沿岸地域津波合同津波避難訓練が行われている． 

▲：津波避難訓練において一般参加者が少ない． 

B1-2 
広村堤防での「津浪祭」や「土置き」などの 

地域的な現在の取り組み 

○：「津浪祭」では，濱口梧稜の遺徳を偲び，また堤防の役割に貢献するために，参列者で土盛りをする． 

○：「堤防を美しくする会」による定期的な堤防美化作業を行っている． 

B2:稲むらの火祭り B２-1 広村堤防を活用した津波防災教育の取り組み 

○：松明行列(耐久中１年生)を広川庁舎前から広八幡神社までの 

約 1.5km の道のりを松明を手に持ち歩いていく． 

○：防災にかかわる記念式典(啓発イベント)が行われている． 

C：日常利用 

C-1 広村堤防を用いた住民の日常利用 
○：散策等で，地域住民が日常的に往来している． 

▲：桜の木があるため花見が行われていたが現在は行われていない 

C-2 
広村堤防での「津浪祭」や「土置き」などの 

地域的な現在の取り組み 
○：「堤防を美しくする会」による定期的な堤防美化作業が行われている． 

D：埋め立て地 D 広村堤防前部へ埋め立てした理由 神戸のポートアイランドを例に埋め立て地の造成を行った． 

  凡例 ○：取り組みの成果点 ▲：取り組みの問題点  ※ 表２中の「アルファベット」は図３のものと対応 



るものの，学校内の教育プログラムとしての津波防災

教育は行われていない．また，広小と耐久中の共通事

項として，津波災害を想定した避難訓練を毎年複数回

実施している．しかし，当地区では避難訓練を定期的

に実施しているため，避難訓練の慣れから津波防災意

識の希薄化が一部の児童•生徒で生じはじめているこ

とを懸念事項として捉えた． 

b)「B．伝統行事(地域活動の伝統化)」 

広川町の伝統行事への取り組みとして，1903（明治

36）年から 2014（平成 26）年までの全 112回を数える

「津浪祭」や３)４），2003（平成 15）年から始まり

2014 年(平成 26 年)現在も行われている，広川町役場

から津波避難指定場所である広八幡神社への松明行列

を行う「稲むらの火祭り」５）等が当地区地域活動の

恒例行事として執り行われている． 

c)「C．日常利用」 

広村堤防の日常的な活用として，散策や休憩などの

公園的利用をはじめ，緑地景観を維持するために，

「広村堤防を守る会」等の自治会とともに，学期末等

に広小児童や耐久中生徒などが清掃活動を行っている

ことを把握した． 

d)「D．埋め立て地」 

広村堤防の前面海域に造成されている埋め立て地は，

1997（平成９）年頃，当時の広川町長が神戸市のポー

トアイランドをモデルに，新たな土地造成によるまち

づくりを行いたいとする声によって実現したとされる．

一方，文献では広川町の北側に隣接する湯浅町が先行

して埋め立て地を造成したことで，ラッパ型の湾形状

となった当地区では，水際線を湯浅町と同じ位置まで

出さないと，津波災害を一方的に受けてしまうことが

理由とされる(図-1)4)13)． 

以上より，広川町前面海域のボトルネックを防ぐた

めに造成された埋め立て地であるが，それにより，広

村堤防前面の海浜地は散策や憩いの場等の日常利用の

低下を招いてしまったことを捉えた． 

 

(3)広村堤防と地元活動の相互関係 

前節で述べた A～D の相互関係を示したものが図３

である．これより，広小（A1）ならびに耐久中（A2）

は，毎年行われている津浪祭（B1）や稲むらの火祭り

（B2）に津波防災教育の一貫として参加していること

を捉えた．津浪祭の行事である「土置き」では，広小

第６学年と耐久中第３学年が参加し，広小は行事参加

後もこれに関連する授業を行うなど，「A．学校教育」

と「B．伝統行事」の関係は密接に関わっている実態

を捉えた．また，「A．学校教育」と「C．日常利用」

の関係については，年に複数回広村堤防の清掃を児

童・生徒らが行っており，維持•管理を担っている様

子が伺える． 

しかし，「C．日常利用」と「D．埋め立て地」を

みると，埋め立て地造成前は広村堤防と砂浜が一体と

なっていたことで，現在の散策や清掃活動の他にも，

花見や憩いの場としての積極的な利用がみられたもの

の，砂浜部分を 1997（平成９）年に埋め立てしたこと

により，憩いの場としての利用がされにくくなり，結

果として日常利用が乏しくなったとされる． 

以上より，広村堤防は津波防災に関する学校教育や

地域伝統行事，散策や清掃活動等の日常利用など，多

面的な地域的価値が形成している実態を明らかにした．

その要因として，広村堤防が単なるコンクリートの壁

ではなく，植栽や遊歩道が一体的に施されているとと

もに，地元児童から成人・高齢者に至るまで，多様な

世代を対象とした地域行事が継続的に実施されている

ことが挙げられる．海岸防災施設はその地域に存在し

続けるからこそ，防災機能一辺倒ではなく，本稿で明

示したように日常利用や津波防災活動を含む計画コン

セプトの重要性が示唆されよう． 

 次に，日常利用が可能な津波・高潮避難施設である

命山について述べていく． 

 図-3 「広村堤防」とそれに関わる広川町の行事等との関
係図 14)15) 



(4)命山および湊命山の造成背景 

 静岡県袋井市において，命山を造成するに至った最

大の要因は度重なる洪水・高潮災害であり，その被害

が最も大きかったのが 1680(延宝８)年の延宝の高潮災

害であった．これを受け，地元住民は本多利長の命の

下，本市浅羽地区に大野・中新田命山を造成した（図

-4）．これ以降では，1698(元禄 11)年，1699(元禄 12)

年に起きた２度の高潮災害等を含め，幾度となく洪

水・高潮災害が浅羽地区を来襲したが，大野・中新田

命山に避難した地元住民の多くが難を逃れている 16）． 

 大野・中新田命山のかつての管理・利用実態として，

草刈りや命山の頂上に設置してある祠の手入れが中心

であった．このことから，当時の２つの命山が地元住

民にとって日常的にも大切にされていた様子が伺える． 

その後，2011(平成 23)年に発生した東日本大震災の

津波災害の様子を受け，浅羽地区の地元住民(浅羽南

地区連合会)は「幸浦プロジェクト」と題して，新た

な命山整備を含む津波対策早期着手の要望書を袋井市

長に提出した．その後，新たな命山整備方針や，その

基本形状等が協議され，2012（平成 24）年 11 月に

“平成の命山”と称される「湊命山」の造成に着手，

翌 2013（平成 25）年 12月に完成をみた 17）（図-4）． 

湊命山造成後の日常利用は，初日の出の参拝の眺望

点や，それに関連する催事場等として利用されている
17）．今後は花見等の恒例行事を増やし，地域の交流空

間としての日常利用に向け協議・検討を重ねており，

また，湊命山の管理実態としては，袋井市と地元住民

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-4 袋井市における命山の造成位置 



の共同によって草刈りや清掃活動等が行われている現

状を捉えた 18)． 

以上のように，大野・中新田命山を基に，平成の命

山として造成された湊命山は，津波・高潮避難施設と

しての機能はもちろん，花見や眺望点，恒例行事等の

多様な日常利用が展開されている実態を明らかにした．

これを可能とする主要因として，造成前事前協議での

住民参加が挙げられよう．計画段階からのコンセプト

を地元住民を巻き込み主体性を持たせることが，地元

住民の湊命山造成への期待感を高めることができ，結

果として造成後も地元住民主体による多様な日常利用

や地域活動に繋がっているといえよう． 

 

 

４．まとめ 

 

本研究では，広村堤防および命山を対象として，海

岸防災施設の多様な日常利用や地域活動の実態を捉え

た．広村堤防と命山はいずれも，造成前段階からの日

常利用を地元住民と行政の密な協議の上で造成してい

たことから，造成後の維持・管理を地元住民が主体的

に担っているという共通点がある．その結果として，

両海岸防災施設は，日常利用の活用として散策，祭事，

そして施設の維持・管理が住民主体によって積極的に

行われている実態を明らかにした． 
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